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２０２５年５月１９日 

日本教材学会 会員 各位 

日本教材学会 事務局 

第 37 回研究発表大会実行委員長 鈴木 正行 

 

日本教材学会 第３７回研究発表大会 ご案内（１次案内） 
 

日本教材学会は、「第 37 回研究発表大会」を 2025（令和７）年９月 27日（土）、28 日（日）の２日間、

香川県高松市の香川大学教育学部（幸町北キャンパス）を会場として、対面で開催いたします。会員の皆様

方のご理解・ご支援をお願いいたします。会員各位の力強いご協力のもと、実りある大会となりますよう、

是非とも多数の皆様にご参加いただきますようお願い申し上げます。 

 

◆主催：日本教材学会 

◆後援：香川県教育委員会 高松市教育委員会 公益社団法人香川県教育会 香川大学教育学部 

◆日 時：2025 年９月 27 日（土）〜28日（日） 

◆開催会場：香川大学教育学部（幸町北キャンパス） 〒760-8522 香川県高松市幸町１－１ 

◆大会参加費：（事前申し込み）会員 3,000 円、非会員 4,000 円 

（学部生・院生、香川県・岡山県の教員の皆様は 1,000 円） 

※受付混雑緩和のため、８月 31 日（土）までにお申し込みいただき、参加費をお振込みください。 

※事前受付され、当日ご欠席なされた場合の返金はできませんのでご了承ください。 

※当日参加の場合、会員 4,000 円、非会員 4,000 円となります。ご了承ください。 

（学部生・院生、香川県・岡山県の教員の皆様の 1,000 円は変わりません。） 

※１日目に情報交換会を開催します(参加費 5,000 円)。参加される方はお申し込みの上、大会参加費と

合わせてお振込みをお願いします。 

※発表要旨集は大会が近づきましたら参加者へデータにてご案内します。なお、発表要旨集の書籍版

（1,000 円）ご購入希望の方は申し込みの際にお知らせいただき、参加費と合わせてお振込みをお願

いします（学部生・院生、香川県・岡山県の教員の参加者には書籍版を当日無料にてお渡しします）。 

☆お申し込みはこちらから☆ 
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfS38o7yFbtCDn0RoPEC3pXKwAHGkaYnAGZF21LdiirYYTZnw/viewform?usp=header 

☆参加費のお振込口座☆ 

【ゆうちょから】 〔記号番号〕00130-3-405079 

【  他行より  】  ゆうちょ銀行（金融機関コード：9900） 〇一九店（ゼロイチキュウ:019） 

当座 0405079 口座名義：日本教材学会（二ホンキョウザイガッカイ） 

 

◆研究発表大会日程・時程（時間は、開始・終了時刻） 

2025 年９月 27 日(土) 
9：00 9:30 11:30  11:40 12:25 13:15 13:30        17:00 17:30    19:00 

受付 自由研究発表① (各会場) 

(各発表 25 分) 

〔発表 20 分＋質疑 5 分〕 

※発表間の入れ替え 5 分 

休 

憩 

理事会 

(45 分) 

 

休 憩 
開会式 

(15 分) シンポジウム 

(210 分) 

 

移動 情報交換会 

(90 分) 

※ポスター発表は実施しません。 

2025 年９月 28 日(日) 

9:15 9:30 11:30 11:40 12:25 13:15     14:45 （15:15） 

※１日目の情報交換会は香川大学大学会館２Ｆベーカリーカフェ空海（そらみ）で開催します。 

※２日目の研究プロジェクトが終わり次第，中国・四国・九州支部総会を行います。 

受付 
自由研究発表② (各会場) 

(各発表 25 分) 

〔発表 20 分＋質疑 5 分〕 

※発表間の入れ替え 5 分 

休 

憩 

総会 

(45 分) 

休 憩 研究プロジェクト 

各会場 

(各 90 分) 

（中国・

四国・九

州支部総

会） 
 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfS38o7yFbtCDn0RoPEC3pXKwAHGkaYnAGZF21LdiirYYTZnw/viewform?usp=header


【シンポジウム】 13:30～17:00  

趣旨説明（10 分） 基調講演（50 分） シンポジストの発表・質疑（120 分）  

コメント（10 分） 休憩（20 分） 

テーマ：深い「探究」の学びに導く教材の在り方 

趣 旨：AI の急速な進歩により，かつては頭を捻りつつ苦労して作成していたレポート，論文，画像，作品などが，

一瞬のうちにできあがってしまう状況になっている。私たちは，探究の過程の中で試行錯誤しながら思考・判

断し，成功や失敗を通して学んできた。そこには，学びを通した人としての成長があった。AI の能力は，情報

収集，情報処理，文章構成，計算，画像作成，プログラミングばかりでなく，創造性においても人間の能力を

超えつつある。おそらく，人間と AI を分けるものは，なされた行為が人間の尊厳に根ざしているかどうかと

いうことになるのではないだろうか。いわゆる探究学習と呼ばれるものが，単に調査して（調べ学習），作品

（レポート，ポスター等）にまとめ，意見や感想を付けて発表する程度のものなら，AI の方が人間よりもはる

かにもっともらしいものを作り出し，人を育てるという教育本来の目的から大きく外れたものになる。個別最

適な学びも，一歩間違えば，人間のもつ成長の可能性を奪う諸刃の剣になりかねない。そこで，今回のシンポ

ジウムでは，AI が急速に発達する社会の中で，教育における「探究」という行為を問い直し，人としての成長

を保証する「探究」に導くための教材の在り方について，国語・数学・音楽の各教科を取り上げ議論する場と

したい。 

基調講演：小原友行先生（広島大学名誉教授） 

司  会：伊藤裕康先生（文教大学教育学部教授） 

シンポジスト 

  国語科：細川太輔 先生（日本教材学会副会長）  

  数学科：松島 充 先生 （香川大学教育学部教授） 

  音楽科：越川徹郎 先生（東京学芸大学特任講師，作曲家） 

 

＜香川大学教育学部へのアクセス＞  https://www.ed.kagawa-u.ac.jp/access/access.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR     〇JR 高徳線「高松駅」→「昭和町駅」下車徒歩 5 分 

バス   〇まちなかループバス「JR 高松駅」→「香川大学教育学部前」下車徒歩 2 分 

〇弓弦羽行「JR 高松駅」→「幸町」または「宮脇町」下車徒歩 3 分 

〇香西車庫行「JR 高松駅」→「宮脇町」下車徒歩 3 分 

タクシー  〇JR 高松駅→香川大学約 10 分約 900 円 

徒歩      〇JR 高松駅より約 20 分 

〇ことでん瓦町駅より約 20 分 

   ※JR 岡山駅～高松駅のマリンライナーから JR 高徳線（高松駅から昭和町駅）への乗り継ぎやバスの時間が合わ

ない時は，高松駅から香川大学まで徒歩で来る方がよい場合もあります。 

    

   ★香川県の旅もぜひお楽しみください！ 

【香川県観光協会公式サイト】https://www.my-kagawa.jp/  

【高松市観光協会公式サイト】https://www.art-takamatsu.com/jp/  

https://www.ed.kagawa-u.ac.jp/access/access.html
https://www.my-kagawa.jp/
https://www.art-takamatsu.com/jp/


（別紙） 

☆高松市コンベンションビューローへの申請に伴い，賛助会員の宿泊施設をご利用いただければ幸いです。 

 

 



 

 ◇香川大学教育学部（幸町北キャンパス）はこの地図には入っていませんが，高松高校から 500m ほど西にあります。 


